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実験の背景
また、これらの線虫被害を
防ぐために線虫捕食菌とい
う糸状菌が注目されてきた。

線虫捕食菌 菌糸(×100倍)

植物寄生性線虫が農業時
の問題となっている。

食害を受ける農作物
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菌糸上に多様な形状の捕促器
官を作って線虫を捕らえ、摂
食をおこなって栄養分とする
菌類の一種である。
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線虫捕食能について

菌糸が毒素を出す程度の大きさを線虫
捕食能（もしくは線虫捕食性）と定義

菌糸が線虫を捕食する機構

ヒラタケが毒素を放出

→

線虫が毒素に触れて麻痺

→

トランス-2-
デセン酸

ヒラタケの栄養に



我々の疑問

昆虫を摂食するようになったのは、
光が不足する環境で足りない栄養
を補う必要があったからである。

線虫捕食菌の捕食性には

期待できるのか？

農業に使われる土壌は富栄養
であることが多い。
大きくエネルギーを消耗する線
虫捕食は、線虫捕食菌にとって最
後の手段なのではないか？

例：ハエトリソウ



目的
我々の目的

↓

周囲の栄養条件によって線
虫捕食菌の線虫捕食性がど
う変動するか

周りの土壌中には養分が多い

↓

線虫捕食能をわざわざ発達さ
せる必要はあるのか？

↓

線虫捕食菌を農地に投入する
ことは無益かもしれない 土

壌
内
の
養
分

土
壌
内
の
養
分

土
壌
内
の
養
分

線虫



仮説
線虫捕食菌の線虫捕食能

は周囲環境の栄養欠乏する
につれ上がるのではないか。

低 栄養濃度 高

線
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短 経過時間 長

線虫捕食能に関わらず、最終的には
線虫は全て捕食されるのではないか

線虫捕食菌の最終的な
はたらきを調べる。線虫捕食菌の即効性を調べる



実験準備
非植物寄生性線虫のエレガ
ンス(学名C.elegans)を、
今回の実験で使用した。

エレガンスの培養には

大腸菌プレート(NGM培地
に大腸菌OP50株を加えた
もの)を用いた。

実験に用いる線虫捕食菌、

ヒラタケ(学名Preurotus
ostreatus)を用意した。

またヒラタケの培養には、
ポテトデキストロース寒天培
地(PDA培地)を用いた。



実験方法
先行研究より、ヒラタケの線
虫補食能が保たれるであろ
う２４時間後までを各実験期
間とする。

培養したヒラタケの菌糸内
にエレガンスを投入し、30分
毎に各3回、培地におけるエ
レガンスの生存数を調べる。

菌糸

光学顕微鏡(×１００)



結果：規定濃度

0

20

40

60

80

100

120

ヒラタケなし（％）

0

20

40

60

80

100

120

ヒラタケあり（％）



結果：規定濃度の10分の1
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結果：規定濃度の100分の1
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結果：濃度０
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結果①

菌糸非存在条件下での線虫の生存率（％）
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菌糸存在条件下での線虫の生存率（％）

結果②

富栄養

貧栄養



考察
PDA濃度の高低によら

ず

最終的にほぼ100％の

線虫捕食能を示す。

富栄養条件下でも

ヒラタケの線虫捕食性は
高い

農業に応用できると考え
られる
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今後の展望・おわりに

考察から、農業時に線虫
捕食菌を土壌改良資材と
して用いるのは効果的で
あるとわかった。

今後は条件やデータ数
などの実験方法を改良し、
より説得性の高い結果を
追求していきたい。
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ご清聴
ありがとうございました！



補足１ エレガンスと
は？

カエノラブディティス・エレ
ガンスの略

遺伝子の解析が進んでいた
り、飼育が体系化されていた
りと、実験用線虫として幅広
く用いられています。

本実験で用いたエレガンス
は、カロリー制限班の方々か
ら分譲していただきました。



補足２ ヒラタケを
使用した理由

線虫捕食菌の中でも入手しやすく、扱いも容易であったため、
ヒラタケを使用した。

→スーパーでも入手可

→食用のものをカットするだけで菌

糸を伸ばす用に使用できる。

→菌糸瓶として分離された状態

で扱われている。

→先行研究での使用経験



補足３ 規定濃度とは？
PDA濃度を変えたときに

含まれるカンテンの濃度が変
わらないように、カンテンを
加え、１L内に15.0g

含まれるように調整した。

1LにPDA39.0 gを溶かし
て調整した線虫捕食菌培養
用の培地である。

PDAの組成は以下の通り

ポテトエキス 4.0g

ブドウ糖 20.0g

カンテン 15,0g

/39.0g



補足４ 線虫を駆除する
他の方法

・太陽熱消毒
・熱水消毒
・土壌消毒剤を使用
・石灰窒素



補足５ 規定濃度
調節できてるの？

寒天に含まれるものは

K,Na,Mg,Fe,Ca

寒天だけでは線虫捕食菌を
培養するのに必要な金属元
素を補いきれないので

ポテトエキスが必要である。

農業を行う土壌中に含まれ
る金属元素は

以下の通り

Si,Al,Fe,Ca,K,Na,Mg,

P,S,T

またポテトエキスに含まれ
る金属元素は

Cu,Ca、Mg,Zn



補足６ 線虫捕食
被捕食線虫となる

アフェレンクス・アベネ

やフィレンコス・ミセラス

はneminと呼ばれる物質を
分泌し、それが線虫捕食菌の
誘引につながっているので
はないか、と考えられている。

ヒラタケなどの線虫捕食菌
は、生育する過程で

窒素N が不足するという傾
向がある。

そのため不足した窒素N
を、線虫を捕捉することでま
かなっていると考えられる。


	スライド 1: ヒラタケの飢餓に伴う 線虫捕食量の変化
	スライド 2: 実験の背景
	スライド 3: 線虫捕食菌とは
	スライド 4: 線虫捕食能について
	スライド 5: 我々の疑問
	スライド 6: 目的
	スライド 7: 仮説
	スライド 8: 実験準備
	スライド 9: 実験方法
	スライド 10: 結果：規定濃度
	スライド 11: 結果：規定濃度の10分の1
	スライド 12: 結果：規定濃度の100分の1
	スライド 13: 結果：濃度０
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: 考察
	スライド 17: 今後の展望・おわりに
	スライド 18: 謝辞
	スライド 19: 参考文献
	スライド 20: ご清聴 ありがとうございました！
	スライド 21: 補足１　エレガンスとは？
	スライド 22: 補足２　ヒラタケを　　　　　　　　　使用した理由　　
	スライド 23: 補足３　規定濃度とは？
	スライド 24: 補足４　線虫を駆除する他の方法
	スライド 25: 補足５　規定濃度 調節できてるの？
	スライド 26: 補足６　線虫捕食　

